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ホソナガペ=ハノリ(紅藻・コノハノリ科)の培養

能登谷正浩

青森県水産増殖センター (039-34青森県東津軽郡平内町大字茂浦字月泊 10)

NOTOY A， M. 1986. Hypoglossum niPponicum Y AMADA (Delesseriaceae， Rhodophyta) in 
culture. jap. j. Phycol. 34: 28-30. 

The Iife history of Hypoglossum nipponicum Y AMADA was completed in culture using 
material collected at Tanosawa， Aomori Prefecture， japan. Most cultures were carried out 
in modified GRUND medium at 20・C，and a photoperiod of 14: 10 h under 2000-4000 lux 
Iight intensity. Tetraspore germlings grew into either male or female gametophytes in 
1 : 1 ratio and female fronds gave rise to mature cystocarps on the mid rib and carpospores 
were Iiberated within 60 days after tetraspore germination. Carpospore germlings grew up 
to 20-30 mm tall after one month. When the germlings were transferred under short-day 
condition (10: 14 h)， the frond produced tetrasporangia after 10 days. The culture study 
revealed the "Polysiphonia-type" Iife history without mixed phase. 
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Hyρoglossum nipponicum Y AMADAホソナガベニ 類除去のため二酸化ゲルマニウム約 5~ppm を加えた

ハノリは能登柴塩に打ち揚げられた四分胞子体にもと 滅菌海水中に入れ， 1昼夜放置した。放出された四分

づいて YAMADA (1930)が新種として記載した。しか 胞子はガラスピベットで吸い取り，新たな滅菌海水中

し，本種に関する報告はこの原記載のほか岡村(1936) に移した。この操作を数回繰り返した後，胞子をスラ

のみで，雌雄の配f肉体や褒果については知られていな イドグラス上に付着させて培養を開始した。

培養条件は 20・C，2000-4000 luxとし光周期は
今回，筆者は青森県深浦町田野沢で本種の未成熟の 14 :百(明期:暗期)としたが，四分胞子体の培養に

四分胞子体を採集できたので室内培養を試みたところ， は 10:14の条件も加えた。

比較的容易に生活史を完結させることができたので以

下に報告する。

材料と方法

結果と考察

放出された四分胞子は直径 50.0-55.0Jlm 平均 51.5

Jlmの球形で紅色を呈する (Fig.1A)。第養7日後，

材料は1981年11月26日に青森県西津軽郡深浦町田野 発芽体は吸盤直立型(猪野 1947)を示した (Fig.1B)。

沢で採集した未成熟個体である。この体を GRUND改 培養30日後，発芽体は笹葉形を示し薬長 10-30mm

変培地 (McLACHLAN1973)に入れ， 15・C，500 lux， に達し，雄性配偶体では薬体の所々の細胞が細分され
12 : 12 (明期:暗期)の条件下で約1か月間予備培養 るのが認められた (Fig.1C)。培養40日目には，それ

を行ったところ，極く少数の体に四分胞子裂の形成が らは完熟した精子漢斑となった (Fig.ID，E)。精子襲

認められ，胞子を得ることができた。 斑の形成されていない藻体にはプロカルプが業体の中

本培養を行うため，四分胞子漢の形成された体を取 肋上に認められ，フォルマリン固定の後，アユリンプ

り出し，葉体表面の挟雑物を筆や鴻紙によって取り除 ルーで染色した藻体によるとその構造は 1組のカルポ

いた後，滅菌海水中で数回洗浄した。その後ケイソウ ゴン技と 2組の中性細胞を持つことが明確に観察され
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Fig. 1. Life history of f-Iytoglossu1n nittonicum YAMAIコAin cllltllre. A-G. SlIccessive stages 
of male and f巴malegametophyte development from tetraspore. A. A liberated tetraspore. B. A 

seven.day-old germling. . C. lmmatllre anth巴ridial sorus (an arrow). D. Mature antheridial sori 

(arrows). E. Forty-day-old matur巴 mal巴 gametophyte. F. Fortyィlay-old mature femal巴 gameto-

phyte having a procarp. G. Sixty-day-old mature cystocarp prodllced on mid-rib of the frond 

H-]. Successive stages of tetrasporophyte development from carpospore. H. A liberated carpospore 

l. A seven day-old carpospore germling. J. Forty-day-old mature tetrasporophyte showing mature 

tetrasporangia. (Scale; 200μm in A is also for 8， H-J; 50μm in C is also for D and F; 500μm 
in E is also for G.) 
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た (Fig.1F)。培養藻体の雌総配i肉体の個体数の比率 の議体では Membranotteraalata (EDELSTEIN and 

はほぼ 1: 1であった。 McLACHLA:>11967)や Branchioglossumnallumヒ

君主泉は培養45日目頃から肉眼的にも柴体中JI力上に認 メムラサキ(三上 1973)では同一夜体上に鷲果と四分

められるようになり，培養60日目には径約 500μmの JJ包子裂やプロカノレプと精子製斑を有する体が女11られて

球形となり (Fig.1G)，果胞子が放出された。 いるが，木種は 41止{ーににわたって観察したが変JlIJ的な

j:f~胞子の直径は 45.0-52.0μm，平均 47.6 μm であ 生活史や生殖総官の浪花する務体は出現しなかった。

った (Fig.1H)。泉胞子の初l切発生過程は四分j抱了・の j音義によって仰られた蕊{本の大きさはMií~ j;Jt両配偶休

場合と基本的に同じであった (Fig.11)。応策30日目， や凶分JI包子やI，~こ大きな差はなく，また天然の四分JJ包子

果胞子発芽体は業長 20-30mmに達したがpq分JJ包子袈 休とも同保の大きさであり ，Laurencia tinllota ハ不

の形成は認められなかった。そこで発芽体の一部を ソゾ(能登谷ら 1978)で見られたように培養体て・は極

10: 14の短日条件へ移して培養した結果， 短日処理し 端に小型のうちから成熟することや Camtylaゆhora

た発芥体では10EI 後に多数の四分)J包了繋が形成され hy戸川eoidesエゴノリ(能笠谷 1979)のように西日間体

胞子の放出されているものも認められた (Fig.1J)。 と四分胞子体とでは大きさが異なる，などは認められ

しかし光周期を変えずに継続出設した務体では， "引 なかった。

分胞子裂のj形成は認められなかった。

これまでにコノハノリ類のj封建による生活史の観察 本稿をまとめるにあたり材料の同定および懇切丁寧

では MembranotteγamuLtiramosa (WAALAND and なる御指導と術l佼|泌をいただし、た札幌大学の」上口出

KEMP 1972)で monoecismが報告されており，天然 夫教授に深い感謝の芯、を哀ーする。
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性体。藻類 21:24-28. 
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